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服装 の イメ ージii 定 の た め の 提 示 方 法 に関 す ろ 研 究

（第 １ 報） 研 究 の 枠 組 み と 提示 方 法 の 差 につ い て

梅 花 短 大　 ○　 家 本　 修
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川 端　 澄 子
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従 来 よ り 服 装 の イ メ- ジ の 測 定 に 関 す る 様 々な 実 験 や調 査 が 実 施 さ れ て い る。 集 団

さ れる 場 合 一、多 く はS  D  法 が 採 用さ れ 。 提示 方 法 は「 実 物 を 提 示 す る 方 法 」「 写 真

、 スラ イド とし て 提 示 す る 方 法 や 写 真で 提示 す る方 法 」 「 ス タ イル 画 な ど にし て 提

方 法 」な ど が 取 ら れて き た 。 と こ ろ が 、こ れ ら の 提 示方 法 の 違 い が 、 同 一 の 素 材 を

し て も 同 一 の イ メ ージ とし て 認 知さ れ る か は 、 ま だ十 分 な 検 討 が な さ れ て い な い 。

に おい て は, そ の 差 異と 要 因 を 明 ら か にし つ つ 提 示 方 法 の 違 い を 明 ら か に す る こ と
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示 方 法 相 互 間 の 法 則 性 を 求 め る 所 に そ の目 的 を 持つ 。 ま た、 本 報 の 目 的 と し て

種類 の 提 示 方 法（R    : 実 物 に よ る 提 示 、P    : 写 真 に よ る 提示-     S ： ス タ イル 画

）の 違 い に よ っ て 生 じ る イ メ ージ の 差 異 を 明 ら か に す る 。

の モデ ル（ 短 大生 ：1    9 歳 ～2   0 歳 ） に2 種 の 服 装（ ス ーツ と カ ジ ュ ア ル ） を

８ 種 類 の 基 本 パ タ ーン（ モ-r  ル1   ~ 8 と す る ） を 求 め た。 資 料 作 成 後-     R ・ Ｐ

法 で 被 験 者に 提示 しS    D 法 （ 形 容 詞 対 ：2    3 対 、 ５ 段 階 尺 度 ） に て 評 価 を 求 め

：5    8 名 。 何 れも 女 子短 大 生（18 歳 ～1    9 歳 ）. 実 施 年月 日 ： 昭 和6    1 年 ９

０ 月 上 旬 、 実 施 場 所： 普 通 教 室 、 被験 者 には 他に Ｙ Ｇ 検 査 を 実 施し て あ る 。

①： ス ーツ は（R と Ｐ ） ＞（ Ｐ と Ｓ ） ＞ くＲ とs  ) の 順 で 差 が 認 め ら れ た 。

ア ル でli    （R と Ｓ ） ＞（ Ｐ とS   ） ＞（J と Ｐ ） の順 に 差 が 認 め ら れ た。 ③： ス

ユア ル で は 、 評 価 のS   D の 値 に ス ーツ の方 が有 意 な 差 の 対 が 多 く 求 め ら れ た 。

法 に よ る イメ ージ 差 の 存 在 が明 ら かIZ な っ た 。（ 各 々 ・ Ｔ ： Ｐ く0    .　1   0  )
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測 定 の た め の 提 示 方 法 に 関 す る 研 究（ 第2  報 ） 服 装 の 種 類

に つ い て

端 澄 子　 家 本 修

２ 種 類 の 服（ ス ーツ と カ ジ ュ ア ル ） の ３ 種 類 の 提 示 方 法( 実 物 写 真 ス 夕 イ ル

画

影

） で 、 イメ-  ジ の 結 果 が 相 違 する の か を 検 討 す る 。 相 違 す る と す れば 、 い か な る 要因 が

響 を 与 えて い ろ の か を 本 報 で は 明 ら か に す る。

方 法 ： ４ 人 の モ デ ル が２ 種 類 の 服を 着 装 し 、 各 々 の イメ ー ジ 測 定 を 行 っ た 。 被 験 者 は 女

子 短 大 生（18 ～20 才 ：58 名 ） で 昭和6  1年 ６ 月 に 普 通 教 室 で 実 施 し た。 評 価 は 集団 に よ り 質

問 紙 法（so 法 ：23 対 語 ） で 行 っ た 。

結 果：23 個 の 形 容 詞 対 を 変 数 とし 因 子 分 析（ バ リ マ ッ ク ス 回 転 ） を 行 い 、 つ ぎ の 結 果 が

得 ら れ た 。「 実 物 」 は ３ 因 子（ 累 積 寄 与 率85.6 ％ ）. 「 写 真 」 は４ 因 子(  88.2 ％ ） 、r ス

タ イ ル 画 」は ２ 因 子（72.0 ％ ） が 大 き く 出 現 す る 。 各 因 子 を 検 討 す る と 各 々 の 第 １ 因 子 は

「 評 価 の 因 子 」 と 考 え ら れ ７ つ の変 数（ たと え ば 高 級 な 、 知 性 的 な 、 上 品 な な ど ） が 共 通

し て い る 。 そ し て 他 の 因 子 は「 実物J の 第 Ⅲ 因 子 と「 写 真 」 の 第 ｕ 因 子「 活 動の 因 子 」（

た と え ば 地 味 な 、 おち つ い たな ど ） で 関 連 があ る 。 ２ つ の 服 種 を 提 示 方 法 別 に分 析 す る と

「 実 物 」 は 各 々 の「 評 価 の 因 子 」（ 第 １ 因 子 ） 、「 活 動の 因 子 」（ ス ーツ の 第ｎ 、 カ ジ ュ

ア ル の 第 Ⅲ 因 子 ） が 共 通 し て い る と 考 え ら れ る 。「 写 真 」 は「 評 価 の 因 子 」（ 第1 因 子 ）

か 共 通し て い る 。 「 ス タ イル 画 」 の カ ジ ュ ア ル な 服 装 で は 、 ｒ 評 価の 因 子J    （ 第 １ 因 子 ）

は 他 と 異 な る 「 た の し い 」「 個 性 的 な 」 の 変 数 が 含 ま れ た 。 こ れ ら の 結 果 よ り. 各 々 の 因

子 分 析 で 抽 出 さ れ た 各 因 子 は 互 い に 無 相 関 で あ る た め 、 イ メ ージ の 分 析 に お い て 提 示 方 法

に よ り イ メ ージ の 因 子は 異 な る と 考 え ら れ た。


